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研究成果の概要（和文）：　本研究課題である「『法と文学』研究及び『法教育』実践の基礎的研究」における
３年間の研究成果として、研究面では、後述のような様々な論文と学会などでの報告や講演に結実し、また、教
育面では、大学等の授業で、特殊講義の形式で「法と文学」の講義を開講し、毎年計６００人以上の学生の受講
者を得た。特に、後述のような民事訴訟法・司法制度に関する諸論文を公刊するなかで、本研究成果自体を貴重
な資料として活用することができた。しかも、海外発信として、後述の諸外国における研究成果の一端の報告も
行った。今後、研究資金の提供を受けたことを感謝し、さらに、その成果を具体的に生かして行きたいと考えて
いる。

研究成果の概要（英文）：　This research topic titled ‘Fundamental Study on Practical Integration 
between Law and Literature and Legal Education’ could give birth to many articles including two 
books and invitation lectures and academic reports in Japan, China, Myanmar and France as the 
academic products, on the other hand as the educational products　I have had special lecture classes
 on the topic on Law and Literature for three years in my University and others. Especially I have 
plans to make several lectures on the base of this research in a year in Japan etc. and to publish 
several articles including this topic. Thanks to such funding support, I would like to continue to 
pursue and deepen this topic.
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１．研究開始当初の背景 
 
  本研究課題である「『法と文学』研究及び
『法教育』実践の基礎的研究」は、次の諸点
を背景とした。 
第１に、司法制度改革の潮流は、司法制度
改革審議会における議論や『司法制度改革審
議会意見書』を重要な源流とし、「分かりや
すく親しみやすく頼りがいのある司法」の構
築が、２１世紀の司法の目的とされていた。
そこで、「法教育」などの普及だけではなく、
あらゆる教育等の機会において、市民に身近
な法と司法の実現を図る必要性を認識した
ことから、一般市民に身近な内外の「文学作
品」を用いて、司法を支える法曹を養成し、
かつ、法を市民に身近な存在とする努力を行
う必要性を強く感じた。 
第２に、裁判員制度の導入など、国民の司
法への参加が近時急速に進む中で、「市民と
法・司法との架橋」を多様なかたちで探究す
る必要性を痛感したことによる。「法と文学」
の研究・教育は、その意味で、感性豊かな古
今東西の小説家・詩人等の手になる文学作品
を活用することにより、裁判制度を支える国
民の基本的な考え方やその責務の涵養に裨
益できると考えた。 
第３に、アメリカのロースクール教育にお
ける様々な実践例の中では、現実に、「法と
文学」セミナーだけではなく、通常の授業な
どでも、古今東西を問わず「文学作品」を用
いた教育が広く行われていることにも由来
した。この点については、拙著『アメリカ・
ロースクール教育論考』（弘文堂、２００９
年）などで研究成果を公表してきた（『民事
訴訟法概説』〔弘文堂、２０１３年〕も、こ
の成果を含む)等を参照。 
さらに、日本では必ずしも十分に知られて
いないが、アメリカにおいては、ロースクー
ルなどで、『法と文学（Law and Literature）』
に関する授業が、ごく当然のように行われて
いたことに刺激を受けた。「法と文学」研究
は、法へのアプローチを多様化させ、法の担
い手のあり方を相対化させ、ひいては、学問
領域（法学および他の学問分野）における領
域横断的な研究を促進する意味で、重要な意
義をもつと考えられる。したがって、本研究
は、これまで日本ではほとんど見られなかっ
たものの法学教育、法曹養成教育などの場に
おいて、貴重で新奇な問題提起を可能とし、
日本の「法教育」・「法曹養成教育」に対して
も、咀嚼した上で導入する必要がある有益な
示唆を含んでいると考えられる。 
そのことを私が実感したのは、法科大学院
が開学した２００４年４月から九州大学法
科大学院において行ってきた「文学と法」の
授業を通じてであった。毎年行ってきた。こ
れまでは、アドホックにテーマを選定し、作
中の法律問題を抽出して民事手続法関係・民
事救済法を中心に議論してきたが、この間、
各回における独立した議論を超えて、より体

系的かつ総合的に「法と文学」の授業内容を
統合すると共に、その効用を学術的な見地か
らより普遍化し公表する必要性を痛感した。
同志社大学でも、法学部３，４年生を対象と
して、かねてから「法と文学」に関する特殊
講義（演習形式）を自主的に開講し、その実
践を試みてきた。 
さらに、私は、日本における法学部教育・
法科大学院教育に関する各種の論文（例、「法
学部・法科大学院の授業はこれからどうなる
のか」法学セミナー５９３号４２頁〔２００
４年〕、｢近未来法学部の展望｣別冊法学セミ
ナー１７９号１４２頁〔２００３年〕、「判例
学習の基礎と展望」法学セミナー６１４号６
頁〔２００６年〕、「法科大学院教育における
『演習科目』の新たな展開をめざして」ロー
スクール研究２号４６頁〔２００６年〕など）
の執筆を通じて、文学作品をも題材にして、
法教育・法学教育の新たなあり方などを提言
してきたが、その理論化および体系化の必要
性を痛感したゆえに、本研究の早期実現を痛
感した。 
 その後、「歴史の中の司法」と題して、
日本における古典等（『十六夜日記』、『政談』、
『春と修羅』、『歳月』、『辛酸』、『苦海浄土』
等）を題材として用い、非法律家である作
者・小説家などの視点から、この国の司法制
度のあり方を論じたが（後に加筆して、『日
本人と裁判』〔法律文化社、２０１０年〕と
して公刊）、それらをも踏まえて研究を続け
て、さらに深めたいと考えるようになった。
また、この著作の増補・改訂版の上梓も、大
きな課題となっていた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究課題である「『法と文学』研究及び
『法教育』実践の基礎的研究」は、これまで
日本ではほとんど論じられることがなかっ
た「法と文学」研究を深め、その成果を基礎
として研究結果を継続的に公刊するととも
に、その成果を具体的に「法教育」（法科大
学院における「法曹養成教育」を含む）の実
践として生かすための諸提言を行い、中学・
高校・大学・大学院等における「法教育」・「法
学教育・法曹養成教育」のための諸資料を創
発的に考案・公表し、現場の教育実践に供す
ることを目的とする（なお、「基礎的研究」
とは、研究の礎を確立し実践的な展開に繋ぐ
基層的な研究を含意している）。 
 
３．研究の方法 
 
「法と文学」に関する予備的な研究・教育
の成果を踏まえて、研究体制としては、単独
で実施した。これまで必ずしも十分には入手
できなかった「法と文学」や「法教育」に関
する基礎的文献（邦語、英語、独語の書籍）
を分析・整理し、国内（図書館・文学館等）
での資料集等をも実施し、実践的な研究の基



礎的な方向性を確立したいと考えた。 
 
４．研究成果 
 
具体的な成果として、本研究をもとに、大
学の授業で、特殊講義「法と文学」を実施し、
下記のような民事訴訟法・司法制度に関する
諸論文を公刊するなかで、貴重な資料として
活用することができた。今後いっそうその成
果を具体的に生かしてゆきたいと考えてい
る。 
一定の成果をえたことから、高等教育・高
度専門教育・実務家教育の領域だけではなく、
初等中等教育における「法教育」の実践にも
貢献できればと考えている。 
また、成果物として、「法教育」関係書物
や「法と文学」関係書物の公刊を、現在、企
図している。 
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なお、そのほか、判例評釈や解説・資料
などの執筆も行った。 
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